
※�受講者名簿を後援団体に報告する場合があります。予めご了承ください。名簿記載を希望しない場合は申込書備考欄にその旨ご記入ください。

目的
　今、各学校では、学力の一層の向上を目指して、学習指導面での充実が求められ
ていることは言うまでもありません。また、学習評価に関しても、より具体的な取
り組みを進めていかなければなりません。その他にも、いじめ防止など、生徒指導
面や学級経営面での課題が山積しており、これらにも着実に対処していくことが必
要と考えられます。
　本講座は、このような学校教育を取り巻く状況を踏まえ、各種教育・心理検査の
講義や事例紹介などを行います。そして、それらを通して、各検査の意義や活用の
ための基礎的・基本的な事項を研修していただきます。その結果として、本講座の
内容が実際の指導と評価に役立てられることを目的としています。

小学校・中学校・高等学校の先生／教育委員会・教育研究所の指導主事・所員等

250名（定員になり次第締め切ります。）

6,000円（資料代含む。全日受講者には閉講後修了証をお渡しいたします。）

対 象

定 員

受講料

●申込方法

備　考　�●講義資料は当日、会場にてお渡しします。●受付は開講 30 分前からです。（受付開始までは１Ｆロビーでお待ちください。）●会場には駐
車場はありませんので、公共の交通機関をご利用下さい。●講座開始 10 日前までにキャンセルのご連絡をいただき所定の手続きが済んだ方
には手数料 2,000 円を差し引いた金額を返金いたします。●講座中、大きなお手荷物をお預かりしています。

個人情報について　申込時にいただいた個人情報の利用目的は、（１）お申し込みいただいた講座受講・機関誌提供。（２）上記に関するご案内・情報提供。（３）教育に関す
るアンケートやモニター調査などの協力依頼。（４）その他教育事業に関する研究・企画開発への利用、に限ります。

1. 日本教育評価研究会会員・心理検査士・日本教育カウンセラー協会会員は 5,000円
2. 第60回指導と評価大学講座と同時申し込みは本講座 3,000円
3. 本講座受講と日本教育評価研究会入会＊との同時申し込みは計 10,400円 ＊年会費 5,400 円分

　機関誌「指導と評価」
　毎月送付

主　催	 一般社団法人 日本図書文化協会
	 一般財団法人 応用教育研究所
	 日本教育評価研究会

後　援	 NPO日本教育力ウンセラー協会

－教育・心理検査の理解と活用－

期日 2018年7月27日（金）・28日（土） 会場 　　　日本教育会館 第一会議室・８階
東京都
千代田区

実践教育・心理検査基礎講座
第42回

日　時 テーマ 内　容 講　師

７
月

27
日
（
金
）

9：30
〜9：40 開講の挨拶

一般財団法人 応用教育研究所所長
文教大学学園長

石田 恒好
9：40
〜11：00 教育・心理検査概説

教育・心理検査の分類、主要な検査、検査の実施方法、結
果の表し方と読み取り方などについて説明する。

法政大学教授

服部　環

11：15
〜12：30 新認知能力検査の活用

認知能力とは何か、どのように測定し、結果を活用するか
を、集団式の新しい認知能力検査を中心に解説する。

東京家政大学教授

平山 祐一郎

13：30
〜14：45

学力向上に生かす教育・心理検査と
そのバッテリー利用

標準学力検査について、その特徴を解説し、さらに他検査
とのバッテリー利用について概説する。

一般財団法人 応用教育研究所部長
堀口 哲男

15：00
〜17：00

第一分科会

Ａ 個性に応じた指導のための
　 教育・心理検査の活用例

「主体的な学び」を支える資質・能力を定義し、テスト学習支
援プログラムを基盤とした「主体的に学習に取り組む態度」を
育成する取り組み（諸検査の活用とテスト学習マイプラン＋テ
スト結果個人累積システムの実践）。

佐賀市立川副中学校長

池之上 義宏

Ｂ 「特別の教科 道徳」
　 指導のためのアセスメントの活用

道徳教育と、その評価にどう取り組んでいくべきか。２つ
のアセスメントと、その活用を通して解説する。

一般財団法人 応用教育研究所係長

江澤 賢一

７
月

28
日
（
土
）

9：30
〜11：30

Q－Uを活用した学級集団づくりと
学力向上

児童生徒の資質・能力の育成にはそれに相応した学級集団
が必要であり、その要諦をQ－Uを基に解説する。

早稲田大学教授

河村 茂雄

12：30
〜14：30

第二分科会

Ｃ Q－Uによる実践研究 Q－Uの結果をどのように理解して、どのように教育
実践に生かすか。成果があった事例を用いて解説する。

会津大学教授

苅間澤 勇人

Ｄ 個別認知能力検査
　 KABC－Ⅱの理論と実習

実際にKABC－Ⅱに触れながら、実習形式で認知特性や学
習習得度のアセスメント方法を学ぶ。

和光大学教授

熊上　崇

14：45
〜16：00

アセスメントから支援へ
－蓄積データを活用した認める指導－

いつもの指導場面から子ども対応のヒントを見出す蓄積
データの活用法について事例をもとに解説する。

高知大学教授

鹿嶋 真弓

（注）第一分科会はAか Bのどちらかを選択受講していただきます。第二分科会はCかDのどちらかを選択受講していただきます。
各分科会とも定員になり次第締め切りますので、お早めにお申し込みください。

2018年 4月現在

第42回 実践教育・心理検査基礎講座 受講申込書� No.　　　　
氏
フ リ ガ ナ

名 自宅住所　　　〒　　　　　　　☎ 第一分科会はＡかＢのどちらかを、
第二分科会はＣかＤのどちらかを
それぞれ選択してください。

勤務先 勤務先所在地　〒　　　　　　　☎ 第
一
分
科
会

Ａ個性に応じた指導のための
教育・心理検査の活用例

Ｂ「特別の教科　道徳」
指導のためのアセスメントの活用担当教科 役職・担当 年齢

� 才 第
二
分
科
会

ＣQ－Uによる実践研究

Ｄ個別認知能力検査
KABC－Ⅱの理論と実習

送金額	 □一般	 6,000 円
	 □日本教育評価研究会会員
	 □心理検査士	 5,000 円
	 □日本教育カウンセラー
	 　協会会員 No.　　　　　　　
	 □ 研究会同時入会申込者	 10,400 円
	 □第60 回大学講座受講者	 3,000 円

日本教育評価研究会の
　□会員　 □非会員　 □新規加入

第60 回指導と評価大学講座を
　□受講する　 □受講しない

備考欄

送金方法
　□現金書留　 □郵便振替　 □銀行振込

（2018）

▲

必
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す
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2018

現
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場
合

郵
便
振
替
の
場
合

銀
行
振
込
の
場
合
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す

受講料をご入金ください
【郵便振替口座】
00110ー8ー35099
一般財団法人 応用教育研究所

受講料をご入金ください
【ゆうちょ銀行】
019（ゼロイチキュウ）支店　当座 35099
一般財団法人 応用教育研究所

下記の２点を
普通郵便にてご発送ください

1. 受講申込書
2. 振替（振込）用紙のコピー

下記の２点を
現金書留にてご発送ください

1. 受講申込書
2. 受講料

〒 112 ー 0012　東京都文京区大塚 1 ー 4 ー 15　アトラスタワー茗荷谷３F
　一般財団法人 応用教育研究所 実践教育・心理検査基礎講座 係� TEL：03 ー 3947 ー 7031（直通）

申込先〒

受
講
申
込
書
に
必
要
事
項
を
ご
記
入
く
だ
さ
い

ご入金のみでは受付完了とはなりません。
必ず、受講申込書もお送りください。

手順①❶

手順❷

手順❸

手順②

以下のいずれかの方法で、それぞれの手順に沿ってお申し込みください。（郵送料、手数料はお客様のご負担となります。）
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